このたびは、/ (イオニアの製品をお買いホめいただきましてまことにありがとうございまず。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いくださし U 寺に、本書および別冊の r 安全上のごま意」は必ずお読みください。 
なお、「取扱説明書」および「安全上のごミ主意」は「保証書」、「ご相談窓口'修理窓口のご案内」と一緒に必ず保管し 
てください。 


ま全に正しくお使いいただくために 


給表巧について 


この取扱説明書および製品への表おは、製品をま全に正しくお使いい 
たださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、いろし'!ろな絵表示をしています。その表示と意阳ま次のよラに 
なつています。 

内容をよく理解してか!5本又をお読みくださし)。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び死亡または重傷を負う可能性が想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生が想定される内 
容を示しています。 


絵表示の例 

A A 記号はミ主意(警告を含む)しなければならない内容である 
ことを示しています。 

図の中に具体的なを意内容(左図の場合は感電を意)び描 
かれています。 


(S) 

を 


&記号は禁止(やってはいけないこと)を示しています。 
図の中や近ぐこ具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁 
止)び描かれています。 

♦記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。 
図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコ 
ンセントか5抜け)び描かれています。 


サブウーファーご巧用時のエチケット 

サブウーファーはちに聞こえにくし觸低音を再生します。超低音は壁や床を通して漏れていきますので、音量には十分気を配ってくだ 
さし、。 


S-W1EX パワードサブウーファー 取扱説明書 


sound, vision, sou I 












まま上のご注意 


告頃常時の処圍 


を 


プラグを巧け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると火災•感電の原因とな0ます。 
すぐに機器本体の電源スイッチを切0、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼くださし V お客様による修理は危険ですから絶対おやめくださし、。 




を 


♦万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
か5抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災-感電の原因とな0ます。 


プラグを巧け 



を 


♦万一本機を落とした0、カバーを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災-感電の原因とな0ます。 \ 


プラグを巧け 



A ミ主意 


Q 


付属の電源コードはこの機器のみで使巧することを目的とした専用部品です。他の電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使巧した場合、発熱によ0火災-感電の原因となることびあります。 

また電源 コー ドは本製品に付属のわのし:^外は使巧しないでください。他の電源 コー ドを使巧した場合、この機器の本来の性能 
び出ないことや、電流容量不足による発熱か5乂災-感電の原因となることびあります。 


を 


プラグを巧け 


機器本体の電源 （ POWER ) スイッチを切っても、電源の供給は停止しません。電源の供給を完全に停 
止する為には、電源プラグ（遮断装置）を抜く必要びあ0ます。旅行などで長期間この製品をご使用に 
な5ないときには、安全の為必ず電源プラグ（遮断装置）をコンセントから巧いてください。乂災の原 
因となることびあります。 


を 


プラグを巧け 


電源の供給を完全に停止する為には、電源プラグ（遮断装置）を抜く必要びあります。万一の事故に備 
え、本機を電源コンセントのおくに設置し、電源プラグ（遮断装置）に容易に手げ届くよラに設置して 
<ださい。 




f ま用の前に 




■ ダイナ S ックレンジの大さいドルビーデジタル*などの映画ソフ 
卜再生に追従する日日 0 W のノ V イノ くワ ー。 

■ PWM 方式による高効率 D 級アンプを搭載。 

■ ク□スオーバー周波数連続可変(日日〜]曰 OHz )。 

■位相切換スイッチ or / IS ぴ）。 

■ アンプのスピーカー端テに接続する入力と、サブウーファー用 
プ U アウト端子に接続する入力の2系統。 

■ 30 cm ウーファーとパッシブラジエーターによる迫力の重低音。 

■ 2台目を簡単に接続できる 、 LINE LEVEL OUTPUT 端子付き。 

■ ノ（スマネージメント**機能を最大限に活かすフィルターバイパ 
ス機能付さ。 

■ ソースに柔軟に対応するため 、 BASS MODE セレクター SW 
を搭載。 （ MUS に/ CINEMA を選択可能） 

■ 天然木材を使用して、色の深みや離を出すなどの高級感あふれ 
る仕上げを施したキャビネット。 

ごを意- 

• 天然木材を使用しているため、同じ柄のちのは2つと存在しま 
せん。本機を2台臥上お使いになる場をは木目が必ずしををわ 
ないことがありますが、ご了承ください。 


付属品の巧認 


• スパイク X 4 ■ ベース X 4 



• 電源コード XI ■ RCA ピンコード XI 



• ァースコード XI 

■ 取扱説明書（本書 ）XI 
■ 安全上のご注意 XI 
• 保証書 XI 


* ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づき製造されています。 
DOLBY 、 ドルビー及びダブル□記号はドルビーラボラト U - ズの 
商標です。 

** 「バスマネージント」とは、サラウンド再生時にサブウーファー 
政外のチヤンネルの低域成分を抜き取り、それを1チヤンネルにミツ 
クスしてサブウーファーチヤンネルに振り分ける技術の名称です。 
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設置 


スピーカーの設置 


サブウーファーは、人間の耳びほ音域におしてち向びわかりに 
くくなることを利用し、重低音をモノラルで再生します。その 
ため、設置場所はかなり自由になりますび、あまり離れた場所 
に置くとサブウーファーじ(外のスピーカーとの音のつなびりび 
不自然になる場合びあります。 

左側のフ□ントスピーカー ち側のフ□ントスピーカー 



• サブウーファー正面をリスニング位置に向けてください。 

サラウンド効まを最大限に巧挂をせるため、下回の 
よ5な スピーカーの 設置をお勧めします。 

腐置例】 



• テレビの近くに設置するスピーカーは防磁型のをのをお使し、 
<ださい。 

• 左ちのスピーカーはテレビから等距離になるよラに設置して 
<ださい。 

•リア（サラウンド） スピーカーは U スナー の真横または少し 
後ちで、耳の位置から約1 m 位上方に水平方向に設置すると 
効果的でず。 




〇 本機を設置ずる場合は、放熱を良くするため他の機器 
や壁などから十分な間隔をとつてください(天面2已 C m 
lilts 後面 15 cm 化 h 、 も側、左側各 10 cm 化 h )。 本 
機と壁および他の機器との間隔びとれないと、内部に 
熱びこちり、性能す良や故障の原因になります。ま 
た、十分な低音び再生でさないことびあります。 


0 スピーカーの上には物をのせないでください。置いた 
物び振動によって倒れたり、落下してけびの原因にな 
禁止 る場合びあります。 


巧のような場所には設置しないでください 

■ 直射日光の当たる場所、暖房器具に近い場所。 

■ 風通しび悪く、湿気やホコ U のをい場所。 

■ 振動や傾斜のある、不安定な場所。 

■ アルコール 類や スプレー 式の殺虫剤など、引乂性のをのを 
使用ずる場所。 

■ カセットデッキなど、磁界に影響される機器の近く。 


チューナーのアンテナケーブルか百離して設置してください 

近くに置いた場合に雑音び出ることびありまず。このよラなと 
きはアンテナやアンテナケースレから本機を離してご使用にな 
るか、やむを得ない場合は本機の電源を切つてください。 


スピーカーシステムとの組み合わせ 

• S - W 1 EX をル型 スピーカーシステムと 組み合わせると、 
下図の様な特性び得られ、低音域び増強されます。 

, ル型 スピーカー + S - W 1 EX 


( dB ) / J \ル型 スピーカー のみ 

周波数 ( Hz ) — * 

• ドルビーデジタル*の再生におい口んサブウーファーの専用 
再生チャンネルの設定を推奨しており、特に LFE (Low 
Frequency Effect = 映画などの迫力を増すための地鳴りの 
様な効果音）の再生に巧して S - W 1 EX は有効です。 

半ドルビーデジタルについて 

ドルビーデジタルは、ドルビーサラウンドからドルビープ □□ 
ジツクサラウンドと継続して発展してきたドルビーサラウンドの 
マルチチャンネル、デジタルシステムの名称です。 

ドルビーデジタルは己.]チャンネルシステムとむ呼ばれます。 
2日 Hz 〜2日 kHz までの周波数範囲を持つ己チャンネル（フ□ン 
卜左、ち、センター、 U ア左、ち）と、独立したサブウーファー 
用チャンネルを持っているためです。サブウーファー用チャンネ 
ルは、 LFE(Low Frequency Effect ) とも呼ばれています。 

LFE チャンネルは、迫力ある低音を楽しみたいとさに好みに合 
わせて使用するチャンネルとしています。 








接続のしかた 


機器の接続や変更を巧う場合は、必ず本機とアンプ両方の電源スイツチを切り、 
電源コードをコンセントか日巧いてください。 



サブウーファーにスパイクを取0付ける 


サブウーファーの底面 （4 ケ所）に、付属のスパイクをネジ式 
になっているのでまねして取り付けてください。また、フ □- 
U ングの床などに設置する場合は、スパイクと床の間に、ベー 
スを置くことをおすすめします。 
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ベース 
















ラインレベルの接続（回 回) 


アンプにサブウーファー用のプ U アウト端子びある場合の接続 
です（この端テび無い場合は「スピーカーレベルの接続」を参 
照してください）。 

付属の RCA ピンコードで、本機の LINE に VEL INPUT 端子と 
接続しまず。サブウーファーけ外のチヤンネルにル型スピー 
カーを使用する場合、アンプのバスマネージメント機能を使用 
するとサブウーファーしソ外のチヤンネ^レの低音域を本機び代わ 
りに再生するため、大型スピーカー並の豊かな1氏音を再生する 
ことびでさます。 

LINE LEVEL OUTPUT 端テび付いているので2台!;■(上のパ 
ワードサブウーファーを接続することびでさます。このとき、 
すべてのサブウーファーのフェーズスイッチを同じ位置にそろ 
えて使用してください。 

ごミ主意- 

アンプの、サラウンド-センターチヤンネル用のプ U アウト端 
子と接続すると、センターチヤンネルのみの低音となり、十分 
なほ音び得られません。 


スピーカー レベルの接続（回 回) 


アンプのスピーカー端子を使ラ接続です。 

ごミ主意- 

• 本機の電源を切る前に、アンプの電源を切るとショック音を 
発をずることびあります。その時はサブウーファーの音量を 
下げるか、本機の電源を切ってください。 

• 「スピーカーレベルの接続」では、サブウーファーの音量を 
非常に大をく設をした場合、アンプの電源を切ったり、ス 
ピーカースイッチをオフにすると八ウ U ングを起こすことび 
あります。これを防止するには、サブウーファーの音量を下 
げるか、アンプの電源を切る前に本機の電源を切ってくださ 
し、。また、本機を大音量で使用しているとさは、アンプのス 
ピーカースイッチをオフにしないで<ださい。 

• アンプ側で1氏音を増強するのは避けてください。アンプの出 
力にま裕びないと、音び歪みやすくなります。な音は本機で 
調節してください。 

• LINE LEVEL INPUTS 品テを接続すると 、 SPEAKER 
LEVEL INPUT 端テは使用できません。 


アンプの スピーカー端 テに、左ち のスピーカーの 接続と同時に 
本機を接続します。 

1.巿販のスピーカーコードを本機の SPEAKER LEVEL 
INPUT 端テと接続し、反対側ををちのスピーカーシステム 
か5のスピーカーコードの一端とお線をまね、アンプのス 
ピーカー端モに接続します。 

• L (+)、 L (一 )、 R (+)、 R (—)の表示に合わせて接続し 
て < ださい。 


ごを意- 

アンプに2組のスピーカー端子 ( A 、 B ) びある場合、本機を空い 
ている端子に接続して、スピーカースイッチで "A + 目"を選 
択するち法びあります。ただし、使用するアンプによっては左 
ちのスピーカーから音び出なくなることびあります（スピー 
力ースイッチで ‘‘A + 目’’を選択したとを、 A と目び直列接続に 
なる構造のアンプの場合）。 



—ドの接続（回 回) 


アンプと本機の電源コードを本体の AC インレットと壁のコン 
セントに差し込んでください。電源スイッチを入れる順まは、 
アンプを先に、本機をあとにしてください。 


シグナルグランド端子の接続 

LINE LEVEL INPUT 端テを接続して使用する場合は、 

アースコードの接続はしないでください。 

■ スピーカー端テと接続して使用した際に八ム音(ブーン 
とラなるよラな音)び出る場合には図®のよラに本機の 
シグナルグランド端テとレシーバー/アンプを、付属の 
アースコードで接続して < ださい。 

■ レシーバ ー/ アンプ側にシグナルグランド端子 ( GND ) び 
ない場合は、図®のようにレシーノ （一/ アンプ背面(リア 
バネル)の、トップカバーを取り付けているネジをご利 
用 < ださい。 


S - W 1 EX 
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S-WIEX Music mode 無響室特性 

100 


各部のち觀と巧い方 


前面パネル 


か 

(!>- 


A / 



© 電源ボタン ( POWER ) 

電源びオンにな 0 ます。ちラー度押すと、電源げオフにな 0 ます。 

②パワーオンインジケーター ( ON ) 

電源びオンのとき、インジケーター(緑)が点巧します。 

感 バスモードスイツチ (BASS MODE ) 

皿 MUS に ：周波数特性びほぼフラットになります。主に音楽ソー 
スをお楽しみになるとをにお勧めします。 

_ CINEMA :低い周波数帯域び強調されます。<氏音の迫力げ必要な 
映画ソフトを再生するときにお勧めします。 

④ ク□スオーバーつまみ ( CROSSOVER ) 

サブウーファーび再生する上限周波数を設定するつまみです。組み 
合わせるスピーカーに応じて上限周波数を設定してください。 
(日 OHz 〜1 已〇 Hz )。 AV アンプのバスマネージ方ント機能をご使用 
になるときは、 バイパス ( BYPASS )* に設定して AV アンプの □— 
パスフィルターを使用するちび高音質の低音び得5れます。 

♦ 設定の目安 

已 OHz :左ちスピーカーの□径び2日 cml ； LL の場合。 

100 Hz :左ちスピーカーの□径び10〜2已 cm の場含。 

1 己 OHz :左ちスピーカーの□径び1 2 cmUrF の場合。 

夺バイパスにする （ 「カチッ」と音がするまで 
ちに回す)と、本機のアンプのフイルターを 
通さずに音声信号を直接ウーファーユニット 
に入力ずることびでさます。 
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50 


40 

10 100 1000 10000 

周波数 ( Hz ) 

⑥ ボリュームつまみ ( VOLUME ) 

サブウーファーの音量を設定します。 

• 最ル ( MIN ) 位置か5ゆっくりと回してください。 

• 本機は独自に重低音のレベルを設定でさますので、ステレオアンプ 
側で低音の増強を しないで ください。 
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感 砂 

⑥ラインレベルインプット端子 (LINE に VEL INPUT ) 

サブウーファー用のプリアウト端テ付のアンプと、付属の RCA ピン 
コードで接続します。 

@ラインレベルアウトプット端子 (LINE LEVEL OUTPUT ) 

本機を経由して、他の機器に接続するときに使用します。この端子 
か 5 の出力信号は、本機のつまみ類の影響を一切受けません。 

感フェーズスイッチ (PHASE 0。/180。） 

スイッチをち側にすると （ 18 〇 0 ) 入力信号に対し出力の位相を逆に 
しまず。スイッチを左側にすると ( cr ) 同位相になります。 

• 通常は cr で使用しますび、サブウーファーと左ちスピーカーの音 
のつなび 0 び不自然に聞こえる場含に切り換えてみて、自然に聞こ 
えるちに設定してください。 

• 2台!;(上のパワードサブウーファーを接続する場合、すべてのサブ 
ウーファーのフェーズスイッチを同じ位置にそろえて使用してくだ 
さい。 

⑨ シグナルグランド端子 (SIGNAL GND ) 

已ページの"シグナルグランド端テの接続"をお読みください。 

⑩ スピーカーレベルイン プッ ト端モ (SPEAKER LEVEL INPUT ) 

アンプのスピーカー出力端子と、市販のスピーカーコードで接続し 
ます。 

⑩電源コード接続端モ (AC IN ) 

電源コードを接続します。 
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仕様 


使い方 


1. 電源ボタン①を巧しまず。 

•電源を入れるとさは、アンプの電源をオンにしてから本 
機をオンにしてください。電源を切るときは、本機の電 
源をオフにしてから、アンプをオフにしてください。 

2. アンプを操作して音を出し、本機 LU がのスピーカーの音量 
を調整しまず。 

3. ボリュームつまみ⑥でほ音の大きさを調整しまず。 

• 必要に応じて クロスオーバー つまみ④と フェーズ スイッ 
チ⑥を操作し、さらにボリュームつまみ⑥で調整してく 
ださい。また、お好みによって バス モードスイッチ③で 
MUS にと CINEMA を切り換えてください。 

4. 使用後は電源ボタン①を巧してオフにしまず。 

• パワーオンインジケーターび消灯します。 


A 注意 

♦パワーオンインジケーターが消灯している状態でち、電源 
の供給は停止しません。電源の供給を完全に停止する為に 
は、電源プラグ(遮断装置)を抜く必要があります。旅行など 
で長期間、この製品をご使用にならないとさには安全の為 
必ず電源プラグ(遮断 
装置）をコンセントか 0 ^ 

ら巧いてください。乂 
災の原因となることが 
あります。 プラグを抜け 



アンプ部 

最大出力 . 已〇日 W ( PEAK ) 

実用最大出力（100 Hz 、] 日〇/〇、4 Q ) ..... 250 W ( JEITA ) 
入力端子(感度 at ] 日0 Hz / インピーダンス） 

LINE LEVEL ... 160 mV /50 kQ 

SPEAKER LEVEL .1.6 V +1.6 V /1 己 kQ 

出力端子(レベル at ] 日日 Hz / インピーダンス） 

LINE LEVEL .160 mV /1 kQ 

ク□スオーバー周波数 . 日日〜1已0 Hz (連続可変) 

位相切換 . 0。/180° (切換) 

スピーカー部 

形式 ........ パッシブラジェータち式フ□アー型（低磁気漏洩)* 

スピーカー 

ウーファー . 30 cm コーン型 

パッシブ ラジェーター . 30 cm コーン 型 

再生周波数帯域 . 2已 Hz 〜4□日 OHz (バイパス時) 

音源位置 ... バッフル面から9日 mm 後ち 


電源部 • その他 


電源 . ACIOOV 、 已日/60 Hz 

消費電力 . 56 W 

がお寸法 ........ 430 (幅） X 480 (副 X 430 娛行 ） mm 

質量 .34.5 kg 


付属品 

ベース . 4 

スパイク . 4 

電源コード . 1 

RCA ピンコード （3 m ). 1 

ァースコード （3 m ). 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のごま意 . 1 

保証書 . 1 


• 本機の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあります。 

ホ低磁気漏洩設計ですのでテレビに近づけて使用でさますび、設置の 
しかたによっては、色ムラび生じる場合びあります。その場合は、 
一度テレビの電源を切り、]已〜30分後に再び スイッチを 入れてく 
ださい。テレビの自己消磁機能より、画面への影響び改善されま 
す。その撥も色ムラび残るような場含には、 スピーカーシステムを 
テレビか5さ5に離してご使用ください。 

近くに磁石など磁気を発生するものび置かれている場をには、本機 
との相互作用により、テレビに色ムラを発生する場合びありますの 
で、設置にご注意ください。 


はパイオニア(株)の開発した PHASE CONTROLS® 
を用いて低域の遅れのない高品位目.1かサラウンドを 
t 実現した製品に付ちされる商標です。 
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故障かな？と恩 I つた s 


故障かな？….と思ったら、ちょっとチェックしてみてください。意外な操作 S スび故障と思われています。また、本機 L ソ外の原因 
も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気器具ちあわせてお調べください。 


症状 

原因 

処置 

電源び入5なし、。 

(パワースイッチを押してをイン 
ジケーターび点灯しない。） 

■ 電源コードび正しく接続されていない。 

♦ プラグを正しく接続してください。 

音び出ない。 

(インジケーターは緑に点灯す 
る。） 

• V 日 LUME つまみび MIN 位置になっている。 

• スピーカーコードまたは RCA ピンコードの接続 
び正しくない、または外れている。 

• V 日 LUME つまみをゆつく 0ちに回してください。 

♦ 接続を確認し、正しく接続してくださし、。 

V 日 LUME つまみを回してち音 
び大さ < ならない。 

• スピーカーコードの極性（本機とアンプの間の 
接続の十/一）を逆に接続している。 

♦ 極性十/一を確認し、正しく接続してください。 

音び歪む。 

• 音量び大さすざる。 

• スピーカーコードで本機を接続した場合に、ア 
ンプの出力にを格びな<、アンプ側で音び歪ん 
でいる。 

♦ V 日 LUME つまみを左に回し、音量を下げてくださ 
い。 

♦ アンプ側で低音の増強をしないでください。 

発振する（大さな音び連続的に 
出る）。 

• スピーカーコードで本機を接続した場合に、ア 
ンプの電源を切った0、スピーカースイッチを 
オフにした。 

• 本機の音量び大さすざる。 

• アンプの電源をオンにする、またはスピーカース 
イ ツチをオンにして<ださい。 

• 本機を先にオフにしてか5、オフにしてください。 

♦ V 日 LUME つまみを左に回し、音量を下げてくださ 
い。 


8 




保証とアフターサービスについて 


巧証書（別添）について 


保証書は必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確かめて販売 
店から受け取っていただを、内容をよくお読みのラえ、大切に 
保管して < ださい。 

保証期間はご購入から1年間でず。 


捕修用性能部品の最低なち期巧 


ステレオの?甫修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後8 
年です。性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な 
邮□□て9 〇 


修理に関するご質問、ご相談は 


お買い上げの販売店または、お近くのパイオニアサービスス 
テーシヨンをご利用ください。 

所在地、電話番号は別添の「ご相談窓□.修理窓口のご案内」 
をご覧ください。 


修理を依*!をれるとを 


上記に従って調べていたださ、なお異常のあるとをには、ご使 
用を中止し必ず電源プラグをあいてから、お買い上げの販売店 
または、お近くのバイオニアサービスステーションにご連絡く 
ださい。 

連結していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• 電話番号 

•製品名：パワードサブウーファー 
• 型番： S - W 1 EX 
• お買い上げ日 

• 故障または異常の内容の状況（でさるだけ詳しく） 

• 訪問のご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物、公園など） 

■巧証巧間中は： 

修理に際しては、な証書をご提示ください。な証書に記載され 
ている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 

■巧証巧巧び週ぎているとまは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望により有料で修 
理いたしまず。 


■愛眉点検 ■ 


長年ご使巧のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。こんな症状はありませんか 

の 


. 電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 


. 電源コードにさけめやひび割れがある。 



. 電気が入ったり切れたりする。 


-本体か日異常な音、熱、臭いがする。 




ずぐに使巧を中止し、電源プラグをコンセントか日巧き、故障や事故防止のため電気店 
またはおおくのパイオニアヴービスステーシヨンに点検（有料）をご巧頼ください。 
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-H-_ 3 > リ^ト サービスステーシヨンへの電話は、上記の 修理受付センター でお受けします。 

(沖縄県の方は沖縄サービスステーシヨンでお受けします） 

♦認定店は、不在の場合もございますので、持ち込み希望のお客樣は、修理受付センターにご確認ください。 


•お海道地区 

☆ホし幌サービスセンタ- 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付月〜金9: 30〜18: 00 (± •日•巧•弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社イ木業日は除く） 

FAX 011-611-5694 〒〇 64-0822 ホし幌市中央区：|ヒ2条西 20-1-3 クワザワビル 
FAX 01 66-55-7207 干 070-0831 旭川ホ旭町1条1 了目 438-89 
FAX 0155-23-7757 〒〇 80-001 5帯広市西5条南28 T 目1 -1 
FAX 0138-40-6473 〒〇41 -0811 函館市富岡巧 2-18-7 


•東北地区 


受付月〜金 9:30- 
☆视点は、±曜も受付9 


18:00 (± ■日•祝•弊社休業日は除く） 

30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 


☆仙台サービスステーション 

FAX 

022-37 日- 4996 

〒981-3121 

仙台市泉区上谷刈石田20 

山おサービス認定店 

FAX 

023-615-16 Z 7 

于 990-0023 

山お巿松波1-8-17 

盛岡サービスステーション 

FAX 

019-659-1895 

〒〇 20-0051 

盛岡巿下太田下川原 153-1 

青森サービス認定店 

FAX 

017-735-2438 

〒〇 30-0821 

青森市勝田 2-16-10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178 -44-3351 

〒〇 31-0802 

八戸巿小中野 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 

〒〇 10-0802 

秋田市外祖川字梶の目 346-1 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991-7466 

干 963-8861 

郡山市鶴見坦1-9-2日クレールア ヴェ. 


1ュー伊藤第2ビル 1 FD 号 


•関東-甲信越地区 （ 1 ) 

世田谷サービスステーシヨ ン FAX 03-341 9-4234 

墨 田サービスステーシヨ ン FAX 03-3621-7610 

城： j ヒサービスステーシヨ ン FAX 03-3550-3625 

多 摩サービスステーシヨ ン FAX 042-5 Z 4-5947 


受か月〜± 9:30〜18:00 (日•巧•脾社イ木業日は除く） 

于1 55-0032 世田谷区代お 4-25-9 
于 130-0011 墨田区石原 4-27-9 中島にハイツ 1 F 
〒 175-0083 板橋区徳丸 4-11-4 
于 190-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川1 F 


•関東-甲信越地区 （2) 



受付月〜金 9 

: 30〜18 : 00 (± ■日•祝•弊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜も受付9:3 0〜12:0 0、13:0 0〜18:00 (弊社休業日は除く） 

新潟サービスステーション 

FAX 

025-241-1879 

〒 950-091 3 

新满市證 ]-5-23 

佐ミ度サービス指定店横山電機商会 FAX 

025 日- 63-3400 

〒 952-1 209 

佐ミ度市金井町千種11日 8-1 

な千葉サービスセンター 

FAX 

043-207-2555 

〒 263-0014 

千葉市稲毛区作草部巧1 369-1 おの実八イツ1 F 

つくばサービス認定店 

FAX 

0298 -58-1369 

〒 305-0045 

つくば巿梅園 2-2-6 

水戸サービス認定店 

FAX 

029-248-1306 

〒 310-0844 

水戸市住吉巧 307-4 

☆埼玉サービスセンター 

FAX 

048-651-8030 

〒 331-0812 

さいたまホ化区宮原巧1 -310-1 

川越サービス認定店 

FAX 

049-233-6581 

〒 350-0804 

川越市下広谷11 28-11 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

0 Z 8-657-588 Z 

〒321-0912 

宇都宮市石井町 3373-1 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270 -22-1859 

〒 372-0801 

伊勢崎市宮子町 1191-17 パサージュ808伊勢崎101号 

☆神奈川サービスセンター 

FAX 

045-943-3788 

〒 224-0037 

横ミ兵市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 

横お化サービス認定店 

FAX 

045-943-3155 

〒 224-0036 

横お市都筑区勝田南 1-19-1 7 

厚木サービス認定店 

FAX 

046-224-7724 

〒 243-0807 

厚木市金田 339-1 金田コーポフロンテア201 

兰宅島サービス指定店勝見電機 

TEL 

04994-6-1246 

〒 100-121 1 

=宅村大字坪田 

松本サービスステーシヨン 

FAX 

0263-48-2768 

干 390-0852 

松本市大字島立] 80-5 

長野サービス認定店 

FAX 

0 Z 6-2 Z 9-5 Z 50 

〒 380-0935 

長野市中御所 1-24 

甲府サービス認定店 

FAX 

055-228-8003 

〒400 -0035 

甲府市飯田 4-9-1 4 


•中部地区 



受付月〜金 9 

: 30〜18: 00 (± ■日-祝■齊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜も受付9:3 0〜12:0 0、13:0 0〜18:00 (弊社;イ木業日は除く） 

☆名古屋サービスセンター 

FAX 

052-532-1 148 

〒451-0063 

名古屋市西区押切 2-8-18 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

〒 514-0821 

津巿垂水 522-5 

岡崎サービス認定店 

FAX 

0564 -33-7080 

〒 444-0931 

岡崎巿大和巧字荒田 36-1 大和ビレッジ B -1 

岐阜サービス認定店 

FAX 

058-274-5256 

〒 500-8356 

岐阜ホ六条江ま 1-1-3 

静岡サービスステーション 

FAX 

054-237-5691 

〒 422-8034 

静岡ホ駿河区高松 1-6-5 

ミ召津サービス認定店 

FAX 

055-967-8455 

干41 0-0876 

ミ召津市化今お 12-7 

浜松サービス認定店 

FAX 

053-4 Z 2-1401 

〒 435-0042 

ミ兵松市德ヶ源巧415ビラモデルナ日号 

金おサービスステーション 

FAX 

076-269-4758 

〒 920-0362 

金お市古府1 Tg 178 

富山サービス認定店 

FAX 

076-425-3027 

〒 939-8211 

富山巿二□巧 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

0776-27-1768 

〒 910-0001 

福井巿大願寺 3-5-9 
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•関西地区 

☆ 大阪サービス七ンター 

FAX 

06-6310-9120 

受付月〜金9: 30〜18: 00 (± ■日■祝■弊な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9 : 30〜12 : 00、 13:0 0-18:0 0 (弊社イ木業日は除く） 

〒日 64-0052 吹田巿広芝巧 5-8 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722-75-262 日 

〒 593-8322 

骄市津义野巧 1-8-15 □ーズマンション1 F 

大阪化サービス認定店 

FAX 

06-6453-5666 

〒 531-0076 

大阪巿化区大淀中 3-9-4 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-36-8713 

〒 630-81 32 

奈良市大森西巧21 -26 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734-46-30 Z 6 

〒 641-0021 

和歌山市和歌浦東 3-1-25 

京都サービスステーション 

FAX 

075-352-2588 

〒600 -8322 

京都市下京区西洞院通五条東南角小柳巧日1 3-2 五条义保田ビル ] F 

福矢日山サービス認定店 

FAX 

0773 -24-5375 

〒目 20-0055 

福矢日山巿糧尾新巧 2-74 カマハチマンション 

神戸サービス認定店 

FAX 

078-265-0832 

〒 651-0093 

神戸市中央区二宮の1 T 目 10-1 口ーレル兰宮ノースアベニュ ー1 F 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792 -51-2656 

〒 671-0224 

姫路市別巧巧佐 ±4-2 


♦中国地区 

☆広島サービスステーション 

FAX 

082-248-9939 

受付月〜金 9:30 〜 18:00 (± ■日 

女拠点は、±曜も受付 9:30-12:00. 

〒 730-0041 広島巿中区ル巧 2-30 

.祝.鲜な休業日は除く） 
13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

第二有楽ビル 1 F 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33-5759 

〒 745-0006 

周南市な富の 3-11 森広事務所 1 F 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31-2791 

〒 720-081 5 

福山市野上の 3-12-9 


岡山サービスステーション 

FAX 

086-244-8748 

〒700 -0975 

岡山市今 8-15-21 


松江サービス認定店 

FAX 

0852 -22-7779 

〒が 0-001 7 

松江巿西ま田 4-5-40 

(有）テクピット内 

鳥取サービス認走店 

FAX 

0857-29-1290 

〒 680-0061 

鳥取市立川の 5-240-1 



参四国地区 



受付ち〜金9 

:30〜18:00 は•日 

-祝.弊社休業日は除く） 

高松サービスステーシヨン 

FAX 

087-861-4841 

〒 760-0078 

高お市今里巧1-16-1 



巧島サービス認定店 

FAX 

088-669-6076 

〒 770-8023 

徳島巿勝占巧中須92-1 

大松ジョリカ地下1階103号 

高なサービス認を店 

FAX 

088-802-3321 

〒 780-0051 

高な市愛ち巧 3-12-1 3 

晃栄ビル1 

F 

松山サービス認定店 

FAX 

089-951-6270 

〒 791-8067 

松山市古兰ま 5-10-35 

商船ビル1 

F 


参九州 i 也区 

☆福岡サービスステーシヨン 

FAX 

092-412-7460 

受付ち〜金 9: 30 〜 18: 00 (± •日■祝•弊社休業日は除く） 

女拠点は、±曜も受付9 : 3 0-1 2 : 0 Os 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

〒81 2-001 6福岡市博多区博多駅南 2-12-3 

博をサービス認走店 

FAX 

092-461-1643 

〒81 2-0006 

福岡巿博を区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

095-849-4606 

〒 852-8145 

長崎市昭和1了目 T 2-10 クリスタルハイツ平野 

能本サービス認定店 

FAX 

096-331-3323 

〒 862-091 8 

能本巿巧立5 T 目 14-17 

大分サービス認を店 

FAX 

097-549-2420 

〒 870-0851 

大分巿大石巧5 T 目 1-1 

化九州サービスステーシヨン 

FAX 

093-951-1748 

〒 802-001 1 

化九州市小倉化区重住 3-1-20 

鹿児島サービスステーシヨン 

FAX 

099-224-7692 

〒 892-0841 

鹿巧島巿照国巧 3-21 第二大見ビル2 F 

宮崎サービス認を店 

FAX 

0985-27-3136 

〒 880-0821 

宮崎巿浮城巧 98-1 


•沖縄地区（冲縄県のみ） 


受付月〜金9: 30〜18: 00 (± ■日■祝■弊な休業日は除く） 

冲縄サービスステーシヨン 

TEL 098-879-1910 
FAX 098-879-1352 

于 901-2122 浦添巿勢理客 4-18-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


平成 1 7年5月現在 記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 VOL .013 





ご相談窓 □ -修理窓 □の ご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、 お買い求めの販売店様 へ 
お問い A わか/ださし、 

なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら J を一度ご覧になり、故障かどうかご 
確認ください。テれでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入日③故障を状を具体的に、ご連絡ください。 
参パイオニアホームぺージ ：お客様サポート http :// www . pioneer . co . jp / support / index.html 

(商品についてよくあるお問い合わせ-カタログの請求-メールマガジン登録のご案内など） 

<下記窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 市外局荐 「0070 J で始まる^フリ-フォン及び ro 120 J で始まる^フトグイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、ご使用になれません。 
また、【一般電話】は、携帯電話 - PHS などからご利用可能でずが、通話料がかかります。 

商品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 

カスタマーサポート七ンター（全国共通フリーフォン） 

受付月曜〜金曜9 : 3 〇〜17 : 0 0, ±曜■日曜■祝日9 : 3 〇〜12:00、13:0 0〜17:00 (弊社休業日は除く） 

•家庭用才ーディオ/ビジュアル商品のご相談窓口およびカタログのご請ポ窓 □ y 0070-800-8181-22 

—瞄電話 [-般電話】 03-5496-298 目 

•ファックス受付 03-3490-5718 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、胃リモコン、取扱説明書など）胃のご購入については、部品受ま七ンターへお問い合わせください。_ 

部品受をセンター 

受付月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜■日曜■初:日9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弹社化業日は除く） 

電話（フり-グイヤル）函 0120 -5-81095 ファックス（フり-グイヤル）画 01 2 0 - 5 - 8 1 0 9 6 
-般電話 0538 -43-1 161 

修理についてのご相談窓 □ 

•お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、 修理受付センター へ(沖縄の方は、沖縄サービスステーシヨンへ） 

修理受付センター(沖縄県を除く全国） 

受付月曜~金曜9:30-19:00、±曜■日曜■祝日9:3 0~12:00、13 : 0 0~18 : 0 0 (鲜社付:業日は除 <) 

電話（フトグイヤル）画 0120 -5-81028 ファックス（フトグイヤル）画 01 2 0 - 5 - 8 1 0 2 9 
-般電話 03-5496-2023 

ミ中 縄サー ビス ステーシヨン （冲縄県のみ） 

受付月曜〜金曜9 : 3 0〜18 : 0 0 (±曜■日曜•祝日•弾社休業日は除 <) 

-般電話 098-879-1910 ファックス 098-879-1352 
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⑥20□已パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社 承] 53-8 日54東京都目黒区目黒1了目4番1号 
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